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1 背景 ･目的

無線 LANを用いてリアルタイム性を持つデータを伝

送する機会が増加 してきており,無線 LAN上で QoS
を確保するための機能として EDCA (IEEE802.lュe)が

標準化されている.本研究室では,EDCA を用いた無

線 LANを GSPNで表現し,性能を評価する方法につ

いて研究を行なってきた 軌
従来の方法は,評価値の精度を高 くするためには解析

に多くの時間を要するという問題があった.本発表では

これを解決した効率の良い解析方法を提案する.

2 対象とするシステムと評価項目

本方法はIEEE802.11eの主機能の 1つであるEDCA

を用いた無線 LAN を対象 とし,GSPNで表されたモ

デルから得られたマルコフ連鎖に基づいて,スループッ

ド,平均伝送遅延時間,及びジッタを求めて評価する.

3 解析方法

GSPNから得 られるマルコフ連鎖の状態集合は,(1)

パケットの送信要求が起こっていない状艶 (2)キュ-

で待っている状筆数 潮 バッタオフを行なっている状艶

(4)伝送を行なっている状態の 4つの部分集合にわける

ことができる .(図 1).従来の導出方法では,これらの

部分集合を区別せず,(1)から(4)への状態遷移の系列
に れを経路 と呼ぶ)を探索し評価値を導出する.得ら

れた評価値は打ち切 り誤差を含むが,これを小さくする

ためには解析に多 くの時間が必要 となる.

状態遷移において,部分集合間を移動する際は(1)-
(2)-潮 -(4)の鳩に進み,一度訪れた集合は二度と

訪れない.このため各部分集合を独立に扱い,それぞれ

の平均滞在時間と分散を求め,結果を足しあわせること

で,伝送遅延時間の平均 と分散を求めることができる.

すなわち,各部分集合の平均滞在時間を M2,M3,M4,

分散をV2,V3,V4 とすると,平均伝送遅延時間 D とジッ
タ Jは

D - M ,2+鳩 十M4
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と表される.この方法を用いることで,状態集合全体

について経路を探索する従来の方法よりも,高速に精度

よく評価値を導出ずることができる.

4 結果

従来の方法 と提案する方法を比較する.評価対象は,

端末数 2鼓 平均データ長 1000byte,最大再送回数 o

回,AC_VO,AC_BItのカテゴリが通信する無線 LAN

システムとする.解析には TimeNET を使用 し,これ

から得られるマルコフ連鎖の状態数は 2529である｡解

析結果を図 2, 図 3,解析に要した時間を表 1に示す,

従来の方法 と同様の結果を得られているが,解析に要す

る時間は大きく異なっていることが分かる.このように

解析時間が短 くなるのは,状態空間を分割することで効

率良 く経絡を探索できているからだと考えられる.

5 まとめ

状態空間を分割 して解析する方法を提案した.この方

法を用いることで,従来の方法に比べて解析時間を短縮

できた,今後は,分割 した部分集合の状態空間を解析し,

打ち切り誤差による影響について検討する予定である.
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図五 状態空間 と状態遷移
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図 2 平均伝送遅延時間 図 3 ジ ッ タ

表 1 解析に要 した時間

l 従来の方法 !提案する方法時間


